
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 27年３月 今泉クリーンセンターの焼却停止 

平成 27年４月 今泉クリーンセンターを中継施設として利用開始 

山崎浄化センター未利用地に新焼却施設を計画 

家庭系ごみの有料化を開始 

平成 27年７月 名越クリーンセンターの延命工事完了(10年間の焼却延長) 

平成 31年３月 「将来のごみ処理体制についての方針」を公表※1 

令和２年８月 「鎌倉市・逗子市・葉山町ごみ処理広域化実施計画」を策定 

令和３年６月 「第３次鎌倉市一般廃棄物処理基本計画(ごみ処理基本計画)」を改定 

令和７年１月 名越クリーンセンターの稼働停止 

令和７年４月 逗子市及び葉山町とのごみ処理広域化に移行 

 ※1 環境面・費用面・安定性の観点から、新たに焼却施設を建設せず、ごみの減量・資源化を徹底し、燃やすごみは広域化処理を 

行う方針を決定 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

鎌倉市における燃やすごみの処理について 

鎌倉市では、環境負荷の少ない「循環型社会」を形成するために、市民、事業者、行政が連携・協働して３Ｒを推

進し、焼却量や埋め立てによる最終処分量を限りなくゼロに近づける「ゼロ・ウェイストかまくら」の実現を目指

し、ごみの減量・資源化を推進しています。ここでは、燃やすごみの処理を中心にこれまでの経過と今後の展開に

ついてご紹介します。 

●本市の燃やすごみの処理の経過 ―ごみの減量から広域化処理へ― 

●令和７年度の家庭系燃やすごみの処理フロー 

令和７年４月１日から「逗子市と鎌倉市との可燃ごみの焼却処理の事務委託に関する規約」等に基づき、逗子市既

存焼却施設での処理を開始 

しました。 

名越クリーンセンター跡地 

に整備予定のごみ中継施設 

は、令和 10年度中に稼働予 

定であり、整備期間中は市 

内で排出される燃やすごみ 

を今泉クリーンセンターで 

受け入れ、逗子市を中心に 

近隣自治体及び民間事業者 

とのバックアップ体制を構 

築し、安定的に処理してい 

きます。 

●燃やすごみの広域化処理 ―鎌倉市・逗子市・葉山町ごみ処理広域化実施計画― 

人口減少や少子高齢化の進行、ごみ処理を取り巻く環境の変化に対

応するため、鎌倉市、逗子市及び葉山町が連携してごみ処理に取り組

み、効率的かつ持続可能な廃棄物処理体制の構築を目指すとともに、

３Ｒ(リデュース・リユース・リサイクル)の推進を図ることを目的と

して、令和２年８月に計画期間を 10年間（第Ⅰ期：令和２～６年度、

第Ⅱ期：令和７～11 年度）とする「鎌倉市・逗子市・葉山町ごみ処

理広域化実施計画」を策定しました。 

第Ⅱ期において、本市では、収集したごみを効率よく処理施設に運搬

するため、名越クリーンセンター跡地にごみ中継施設を整備すると

ともに、家庭系生ごみや使用済み紙おむつ等のごみの減量・資源化を

進めながら、本市で排出された家庭系燃やすごみを逗子市既存焼却

施設の処理可能量（約 20,000ｔ）の範囲内で処理する計画です。な

お、逗子市焼却可能量を超える部分は民間事業者等とバックアップ

体制を構築し、安定的な処理に努めます。 

●名越中継施設（ごみ中継施設）の整備 

鎌倉市 環境部 ごみ減量対策課 
 ごみ減量対策担当 TEL:0467-23-3000(内線 2962)  mail:gomi@city.kamakura.kanagawa.jp 

 戸別収集担当   TEL:0467-40-5542(直通)     mail:kobetsu@city.kamakura.kanagawa.jp 

鎌倉市 環境部 環境センター 
                  TEL:0467-44-5344(直通※～R7.6.27) 0467-53-8321(直通※R.7.6.30～) 

           mail:imaizumi-cc@city.kamakura.kanagawa.jp 

鎌倉市 環境部 環境施設課 
TEL:0467-23-3000(内線 2349)  mail:siseken@city.kamakura.kanagawa.jp 

問
い
合
わ
せ 

本市におきましては、将来にわたって安全で安定したごみ処理が継続できるよう努めてまいりますので、引き続き

御理解と御協力をいただきますようよろしくお願いいたします。 

イメージ

出典：ごみ処理施設整備の計画・設計要領(2017 改訂版)に一部追記[基本計画 第４章参照] 

令和 7年 6月作成 

本市では、平成２年度に 70,000ｔを超えるごみを焼却処理していましたが、「ごみダイエット運動」や「ごみ半減

計画」の推進等を経て、市民・事業者の協力を得ながら、ごみの減量を図り、令和元年度には目標であった 30,000

ｔを切り、令和６年度には 21,541ｔと着実にごみの減量が進んでいます。令和７年 1月には名越クリーンセンター

(焼却施設)の焼却を停止し、令和７年度からは逗子市及び葉山町とのごみ処理広域化に移行しています。 

 

＜図：２市１町ごみ処理広域化実施計画から引用＞ 

 

 

  

(一部直送) ：約 5,500ｔ 

逗子市 約 4,000ｔ 

 約 1,500ｔ 

  

：約 14,500ｔ 

(大型車両に積替) 

 

本市の燃やすごみを逗子市既存焼却施設及び民間処理施設等に安定的かつ効率的に運搬し処理するため、ごみ収集

車で収集した燃やすごみを大型車 

両に積み替える「ごみ中継施設」 

の整備が必要になります。 

名越クリーンセンター（既存焼却 

施設）を解体した後、令和 10年度 

中の稼働を目指し、ごみ中継施設 

の整備を進めます。 

●将来の広域処理の方向性 ―逗子市既存焼却施設稼停止後の広域処理― 

２市１町ごみ処理広域化実施計画では、令和 16年度末を目途に老朽化に伴い、逗子市既存焼却施設の稼働を停止す

る想定です。稼働停止後は、県広域化・集約化計画における広域化ブロック割の設定見直しや、県内他自治体との

連携も視野に入れ、検討協議を進めていきます。 

：各家庭から排出される燃やすごみ 

約 20,000ｔ 

：逗子市 約 5,000ｔ 

：茅ヶ崎市 約 2,500ｔ 

：大和市 約 4,000ｔ 

：民間事業者 約 3,000ｔ 

 


